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を 4.8 以下にすると LF プラズマの殺菌効果が急激に増大する現象を３種の菌を用いて、再現した。S. 
mutansは pH 6.5の菌液中では 5 minプラズマ照射を行っても菌数は全く減少しなかったが、pH 5.0では
5 minプラズマ照射でのみ減少が見られた。一方、pH 4.7では 3 min以上で減少が観察され、pH 4.5で
は 3 min プラズマ照射で、pH 3.7 では 1.5min のプラズマ照射で検出限界以下まで減少が観察された。
C. rectusは pH 6.5から pH 5.0ではプラズマ照射による緩やかな減少が見られた。一方、pH 4.7では 3 
min以上で減少が観察され、pH 3.7では1.0minのプラズマ照射で検出限界以下まで減少が観察された。
E. coliは pH 6.5の菌液中では 5 minプラズマ照射を行っても菌数は全く減少しなかったが、pH 5.2では
4 minプラズマ照射でのみ減少が見られた。一方、pH 4.7では 2 min以上で減少が観察され、pH 4.2で

































ドを in vitro で線維化させたものを使用した。実験はプラズマを照射する時間を変えて行い、照射時間に
伴うアミロイドβ線維の変化を種々の方法で観察した。結果の１つ目として、プラズマ照射にしても線維に




た線維を Native-PAGE/Western blotting によって計測した。どのサンプルにもモノマーやオリゴマーとな







時間に伴って吸光度が減少しており、20および 30 minでその値は約 30 %減少していた。この結果はプラ
ズマ照射されたアミロイドβ線維のみがトリプシンの分解を受けたことを意味しており、プラズマ照射によっ
















 平成 26年 2月 14日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
